


















































































































　資産費用説とは Paton and Littleton [1940] や太田 [1950] のように，資産を未











（IASB）の概念フレームワークにおける資産の定義 (FASB [1985] par.25；IASB 
[2018] pars.4.3-4.4, par.4.16) がその典型である。Paton [1922] や Canning [1929]，
あるいは Vatter [1947] や American Accounting Association [1957] の資産の定
義（Paton[1922]p.30；Canning[1929]p.22；Vatter [1947] pp.17-19；American 



































　資産を未費消原価と定義する Paton and Littleton [1940] では，現金預金のよ




（Paton and Littleton [1940] p.26）。
　また，FASB や IASB のように，将来のキャッシュ・インフローをもたら
す経済的便益（あるいは経済的資源）として資産を定義すると（FASB[1985]









　まず，資産費用説では，資産を費用の塊とみる。Paton and Littleton は資産






















































































































































































































































































































基準第29号 (IAS29)『超インフレーション経済における財務報告 (Financial Reporting in 
Hyperinflationary Economics)』を定めているが，そこでは，「機能通貨が超インフレーショ
ン経済国の通貨であるすべての金業の財務諸表」(IAS29, par.1) について，一般物価指数 (ま
たはその変動 )を適用して (IAS29, par.11, par.26, par.30)，「報告期間の末日現在の測定単位
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